
DX 支援事例集

企業様の声

建築工事の請負・設計監理、土地建物の売買を主力とする地域密着型総合建設会社。
心のふれあいとまちづくりを大切に、地域社会の発展に貢献

会社プロフィール

八生建設株式会社

DX推進補助金(2023年度)を活用し、ノーコード型の業務改善ツールを導入

• 業務のデジタル化支援により、議事録の品質
向上・検索性向上・情報連携が実現し業務効
率が大幅に改善。

• 案件情報の可視化支援により、経営者の全体
把握とデータ駆動型戦略立案が可能になり意
思決定が向上。

研修や補助金の利用、専門家支援と、多角的に
サポートしております。ＤＸを組織的、継続的に
推進する中で、直近では、IVI主催「地域アワー
ド」2024年度最優秀賞を受賞するなど、取り組
みを高く評価されています。今後も継続的な支援
を通じて、さらなる発展をお手伝いいたします。

DXコーディネーター
中小企業診断士
林 栖

【支援期間】
2024/2～2025/3
【支援回数】 計12回

DXデータ活用研修（全6回）

DX推進補助金

【所在地】埼玉県さいたま市中央区下落合7丁目3番6号
【設立年月日】昭和24年10月
【事業内容】 建築の請負、設計及び設計監理

土地、建物の売買及び斡旋
048-852-2631
https://www.hassei-inc.com/

課題

成果

情報共有体制の未整備、非効率な日報管理と承認フロー、DX推進が遅れていることにより、
業務全体の効率化が妨げられている。

外出先からの営業日報の入力や承認が可能となり、業務効率が大幅に向上。情報共有の即時性
も高まり、クラウドシステムの活用を通じて社内におけるDX推進の意識が高まった。

・工期予測と顧客対応力不足
・担当者に依存する見積業務
・見積の精度と速度にバラ
ツキが生じている

・関係者間の情報連携不足
・業務改善の糸口が掴めない

【セミナー前の課題】

現状分析（AS-IS）から理想状態
（TO-BE）、具体的行動計画（TO-
DO）への段階的アプローチを実施。
見積プロセスの情報フローを可視化
し、顧客対話記録のデジタル化と情
報連携施策の優先度付けを実施。

営業部と工事部間の情報伝達
分断が判明し、見積プロセス
の構造化および見積業務の自
動化課題を明確化できた。属
人業務からの脱却が促進され、
知見を共有する意識が向上。

【セミナー中に取り組んだこと 【セミナーで得られたこと】

DX専門家ハンズオン支援

課
題

・ノーコード型の業務改善ツール
の活用不足

・効果的な運用方法が未確立

支
援
内
容

成
果

・営業活動から受注までのフローレク
チャーと可視化作業サポート実施

・クラウド型業務アプリの入力・通知
タイミング最適化方法指導

・データ連携方法助言と自動記録機能
活用したバックアップ方法提案

・部門横断型DXプロジェクトチーム
人選と段階的アプローチ導入支援
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